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 　「真室川町」は、山形県最上地方の北部に位置し、人口は約９，０００人、女甑山の大カツラ、滝の
沢の一本杉、不動明王の滝など雄大な自然に囲まれた町です。

 

　真室川町では今年度、安楽城（あらき）小学校、差首
鍋（さすなべ）小学校、平枝（ひらえだ）小学校が統合し
て真室川あさひ小学校となりました。各学校の頭文字を
とって「あさひ」です。

 　教育目標は、「あいされ　ささえあい　ひとみ輝く　あさ
ひっ子の育成」です。

 　校章のランドセルを背負った男の子と女の子がかわ
いいですね。

 　平成２４年度は小学校３校、中学校２校ですが、平成
２５年度には、真室川中学校と及位（のぞき）中学校の
統合が決まっています。 

 

 
 

 

 　真室川町には、伝承野菜が数多くあり
ます。

 「おかしの平和堂」では、伝承野菜を使っ
たスイーツが販売されています。甚五右
ヱ門芋のタルト、雪割菜のシフォンケー
キ、黒五葉の枝豆プリンなどその時々の
旬の野菜が使われています。

 

 　「森の停車場」という、産直のお店です。何が
珍しいかというと、真室川駅の構内にあることで
す。切符を売っている場所のとなりにお店のレジ
があります。野菜や花などの他にも麺類や工芸
品もあります。駅を使う人にあわせて、朝６時３０
分から開店しています。

 

   

 　「ぱん処　げたや」です。「佐藤はきもの店」とあり
ますが、お店の中が靴屋さんとパン屋さんに分かれ
ています。種類も豊富で、毎日焼きたての美味しい
パンがたくさんそろっています。真室川町周辺には
ないタイプのパン屋さんです。

     

 
真室川町へお越しの際は、ぜひ、お立ち寄りください。

 

 


